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　第四章　空虚と過剰
　　　　　　―ロチェスターの修辞

はしがき

第一部　一七世紀英詩とその影響

　第一章　CARPE DIEMの意味するもの
　　　　　　―一七世紀英詩の一面

　第二章　涙のロザリオ
　　　　　　―クラショー「涙する人」におけるマグダラ像不在の逆説

　第三章　「友情」の解禁
　　　　　　―オリンダの挑戦

索引

　第五章　ミルトンから『ミルトン』へ
　　　　　　―ブレイクが先輩詩人から受け継いだ衣鉢

第二部　一七世紀英国文化の展開

　第一一章　庭の想い
　　　　　　　―イーヴリンとカウリーを読む

　第九章　ダンのロンドン

　第一〇章　香料の世界と英国の詩
　　　　　　―ミルトンを中心として

　第六章　対立と調和
　　　　　　―ジョン・デナムの『クーパーの丘』について

　第七章　メランコリーの水脈
　　　　　　―シェイクスピアとミルトン

　第八章　英国ルネサンス期ソネットにおける鏡のイメージ

　第一二章　英国における「ティー」と「女性」の関係
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